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代の権威主義的国家の性質を捉えている。第 2部のザンビア（第 4章）、ジンバブエ（第 5章）、
モザンビーク（第 6 章）の事例は、東西冷戦期の隣国の政治的選択が相互に不可分であったこと
を明らかにしている。ここでは、独立を先に達成した国が後続国の解放闘争の行く末を視野に、
地域の安定を目指して自らの政治的選択を勘考していた様が描かれている。 
本書は、政治的指導者の人物像に迫り、実務家の語りを引用することで伝わってくる当時の熱
気を伝えている。特にジンバブウェに関する第 5章は、2000年代以降の経済危機と強権化したム
ガベ政権下で出国を余儀なくされた関係者や知識人による新たな出版物に依拠し、新たな視点を
付け加えている。現代アフリカ政治や国際関係に関心がある方にお勧めしたい一冊である。 
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